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教育とは 

 皆さんは“教育”ということばをお聞きになって、

どういうことを頭にえがかれるだろうか。 

 “教育”と言えば教師がおり、教師の話を聞く生

徒がおり、教師と生徒の間には教科書があり、それ

によって知識が与えられ、子どもの能力が伸びると

お考えだろう。だから、“子どもの能力をどう伸ばす

か”という今日の題目は、“教育をすれば子どもの能

力は伸びるのだ”ということになり、別にそれに問

題はなさそうだが、それにもかかわらず、子どもの

能力をどう伸ばすかということが問題になってきた

のは、“どう教育するか”“教育のしかたをどうくふ

うするか”ということと、“子どもの能力をどう伸ば

すか”ということとは同じことであるかどうか、こ

ういうところにも問題はあるようにも思う。 

今日は、そういうことを考えてみたい。 

 

 皆さんが、“こういう形で教育ができる”あるいは

“子どもの能力が伸びる”と考えておられることに、

そろそろ疑問をもって考え直してみたほうがよいの

ではないかという気がする。 

 この間、ある学校のＰＴＡの方が、「このごろ学校

では子どもに道徳教育をしていない」と言う。どう

いうことか聞いてみると、家にお客さんがきてもお

辞儀をしないで突っ立っている。学校ではお辞儀を

することも教えないと言う。そこで私は、「あなたが

その場で教え、お辞儀をさせたらいいじゃないか」

と言ったら、「そんなことは学校で教えるのがあたり

前だ」と言う。 

その考え方は、私は非常におかしいと思う。とい

うのは、学校で、「お客さんが来たらお辞儀をするん

だよ」と教えたら、お辞儀が出来るものかどうか。

それはことばで教えたって出来るものではないから

だ。お客さんが来たときに、お客さんの顔を見て、

いつ、どんなタイミングで、どんなふうにお辞儀を

するのかをやってみなければ、ほんとうのお辞儀は

出来ない。 

 ということは、お辞儀のことだけでなく、学校で

は教えられないことがたくさんあるのだ、というこ

とである。家庭で教えなければならないこと、学校

以外で教えなければならないことがたくさんあり、

それを教えるには、いままでの教育の形ではだめな

のだということを、よく考えていただきたい。今こ

そ、それを改めて考え直さなければならない時代が

来ている。 

 われわれはここ１００年の間、知識、知識、知識

を与えるということで、学校が先頭に立ってやって

来た。それ以外に教育はないかの如く考えてきた。

だから教育がだんだん硬直して、にっちもさっちも
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いかなくなってきたというのが、現在の教育の姿だ

と私は考える。子どもに知識を与えるよりも、もっ

と実際にできることをやらせるように考える時代で

はないだろうか。 

 いまどこの家庭へ行っても、おかあさん方は教育

熱心で、子どもが帰ってくると「さあ復習して！」

と言う。子どもが「何かお手伝いしようか」と言っ

ても、「いいから勉強しなさい」と言う。子どもは仕

方がないので二階へ上がってまんがの本を読んでい

る。それでも、後ろから見ると勉強しているようだ

からと、親は安心している。それは知識、知識の教

育だからである。知識というのは、教科書に書いて

あろうがなかろうが、要するにことばにすぎない。

そんなものをいくら頭に入れても、大したことが出

来るようにはならない。 

 昔、私も教科書の編集をしていたことがあるから、

そこにどういうことが書いてあるかよく知っている

が、「先生、こんなことを書いたら検定に通らないか

ら、こう直してください」なんて言われることもあ

って、こんな教科書で勉強させられて、ほんとうに

かわいそうに、と思いながら書いた。考えてみれば

私も罪作りをしたものだと思う。 

 昔、私のむすこが小学生のころ、おやじをためし

てやろうと教科書を持ってきて、「中国の人口はどの

くらいか知っているか」なんて聞く。 

「忘れちゃったな、３億かい」と言うと、 

「おやじ、何にも知っちゃあいないな、どうして忘

れちゃうんだ。先生が覚えておけと言ったよ」 

「そんなことを覚えておけば頭が破裂しちゃうから、

書いたらすぐ忘れることにしているんだ」 

「覚えておかないでどうして本が書けるんだ」 

「そんなものは年鑑だろうが、字引だろうが、資料

をたくさん並べて置いて書けばいいんだ。お前、中

国の人口が今７億だなんて覚えても、１０年たった

ら８億になっているかもしれないんだぞ。そんなこ

とを覚えていたって役に立たない。いま中国では農

業が盛んだといっても、１０年たてば工業が盛んに

なるかもしれないじゃないか。だけどおまえが中国

のことを書いてくれと言えば、どんなことを書けば

いいか、おとうさんの頭にはちゃんと浮かぶよ。そ

してそのために必要な資料を持ってくるよ」と言っ

たことがある。そのむすこはもう大学へ行っていて、

「おやじがあんなことを言うから不勉強になっちゃ

った」と冗談を言う。わたしはそのように非教育的

な親であるが、今でもそのことはまちがっていない

と思っている。 

詰め込み教育１００年の結果は？ 

 知識というのは、教科書の著者が現実を見て整理

をし、その結果を知識として教科書にまとめたもの

である。そんなものを与えても子どもの能力は伸び

ない。「詰め込み教育」とか「知識を与える」という

ことばがあり、知識は、時計でも与えるように与え

るものだと考えて、何の気なしにそういうことばを

使っているが、ほんとうに知識は与えたり詰め込ん

だりすることが出来るものだろうか。そういうこと

ばの中に、「知識」に対する今までの考え方がある。 

 人間を、知識を盛り込むコップのように考えて１００

年間たった。その結果われわれはどれだけりこうに

なり賢明になったか。現代の社会は、そういう疑問

を起こさせる非常に多くのものを皆さんの前に提供

している。 

 たとえば公害はどうだろうか。われわれの生活の

周囲はだんだんおかしくなってきている。身体に影

響するものが出てきたり、海がよごれて魚がとれな

くなってきた。そういうことを自分の目ではっきり
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見つめて、“これはおかしいぞ”と考えることの出来

る人間が育っていただろうか。もしそうだとすれば、

イタイイタイ病にしても水俣病にしても、もっと早

く処理されていたはずである。ところが実際には“偉

い人がやっていることだからまちがいない”と思っ

て見ていたんじゃないだろうか。自分のまわりがど

う変わってきているか、するどい眼を使って情報を

つかみ、“これはおかしいぞ”と考える人間が育って

きていないんじゃないだろうか。くすりについても

何についても、いたずらにあやしげな情報に支配さ

れ、あるいはすっかり信用して、ありがたがってち

ょうだいしているうちに、からだが変になってきて

しまう。どこかおかしいところがあるとお考えにな

らないだろうか。実は、知識を与えればよい、教科

書は正しい、それさえおぼえておけばよい、という

考え方で人間を教育してきたからだと私は思う。 

 何も教育がすべての責任をとらなければならない

ことはないが、教育の側から考えれば、学校の教師

も、親も、私も含めて、そのことをもう一ぺん考え

直したり、ざんげをしたりしなければならない問題

だと思う。 

 私は教科書にうそがあるとは言わないが、真実は

時代とともに変わっていくから、そこで教えるもの

だけが大事なものではない。情報の根源から、正し

い情報をとり出すことの出来る人間を作らなければ

ならない。現実に目を向けて、そこから正しいもの 

は何であるかを引き出すことの出来る人間を作らな

ければいけない。 

そういうことを、今までわれわれはどれだけやっ

てきたか。もちろん全然やらなかったとは言わない

が、そういう考え方で教育をしようとする努力は

微々たるものであった。自然のことにしても社会の

ことにしても、教科書に書いてある結果だけを示し

て、「覚えておきなさい」という教育の仕方をして、

人間が自分で働きかけ、そこから学びとり、子ども

を行動させようということをしない。教科書で教え

たほうがよくわかるし、早いじゃないかとお考えに

なるかもしれないが、それだけでは、子どもがまわ

りのものに対して神経を働かせ、そこから何かを学

ぶという姿勢は育たない。 

皆さんは“やってみなくては”ということばをお

使いになるだろう。ここには農家の方もおられるよ

うだが、農業なども教科書で教えられたものではな

く、親といっしょに田畑に出て、植物の育つ姿を自

分の目で見て分析し、いまどういう肥料をやらなけ

ればいけないかなどを知ってきた。自分の感情を自

然のダイナミックな関係の中でとらえてきたものだ

から尊い。自然だろうが、社会だろうが、まわりの

も のに対してもっとするどい目を使って、自分はそ

こで何をなすべきかを読み取り、行動するような人

間が作られなければ、われわれの社会はほんとうに

よくなっていかないだろう。知識を与えて、それを

知っていることがその人間のためになるのだと考え

て、教育を作り上げてきた結果は、いったいどうい

うことになったか。 

口先だけでは世の中は変わらない 

私はある用事で東京大学へ行ったら、教授が学生

と団交をやっているという。どういう団交かという

と、大学院の修士課程を卒業する学生を全部無試験

でドクターコースに人れろという。そんなに入れる

定員はない。ゆきたいならば全部入れたらよいじゃ

ないかという議論も成り立つが、大学はさまざまな

条件、経費から割り出して、現在そういう体制をと

っていない。それをすぐ無試験で入れろと言えば通

るという考え方で団交をしているとしたら、こっけ
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いな話だ。 

ちょっとしたことを切り換えようとしても、それ

までにはたいへんな努力で下から積み上げてきたも

のがあるのだから、世の中はそんなに簡単には動か

ないというセンスさえ持っていない大学生では困る。

何かというとゲバ棒をふるう大学生がたくさんいる

が、戦後、「ああ、よく知っている、たいへんけっこ

うです」とやっているうちに、実際に現実に働きか

け、そこから何かを考え、その現実を切り換えてい

く努力をするということがいかにたいせつかという

ことを、全然教育されなかった子どもたちが育って

きてそういうことをやっているんじゃないかと、私

は感じる。“ただ口先だけで世の中は変わる、変わら

なかったら暴力だ”という結果を生み出しているの

は、教育に何か問題があるのではないか。 

ざっくばらんな話だが、私は学校の先生方の研修

会などにおつきあいして合宿することがある。そん

なとき、先生方が使っているトイレに行ってみて、

スリッパがすぐ使えるようにむこう向きに並んでい

るということにはめったにお目にかからない。そこ

へいくと産業界の学校のほうが立派だ。大阪の松下

電器の松下工学院なんかは、いつ行ってみてもスリ

ッパがきちんと並んでいる。日立の研修所も、部長

以上の人が研修するところだが、それを非常にやか

ましく言っている。スリッパは出るときにむこうに

向けて出てくるのが一番合理的なんだが、実際には

なかなかやらないし、どなたもそれで平気でいる。 

私はうちの子どもには小さいときから、「出るとき

はむこう向きにぬぎなさい」とやかましく教えてき

た。子どもはあわててはいってサッと出てくるので、

すぐ忘れてしまうんだが、やかましく言っているう

ち、小学校５、６年ころには、むこう向きに出てく

るようになった。お客さんなどが来ると、「おやじの

きょうのお客さんは社会性がないぞ。はいるときに

スリッパがむこう向きになっていたのをあの人はわ

からないのかなあ」などと言う。私は、「その人の目

に情報を見とる目がないんだ。自分が行動する場面

で、どうなっているか、自分が何をしたいか、どう

すればよいか見えないような怪しげな情報処理能力

では、これからの世の中は生きていけないぞ」とよ

く言う。そういうふうな自分の身のまわりのことで、

どこで、どうするかという情報をつかみ取ることを、

もう少しお考えになったら、子どもの教育というも

のにも、まだいろいろなところに問題がある。 

正しいことを自分で見つける能力を 

テレビでの教育もけっこうだが、もっと身近なと

ころで子どもと対決する場面が、おかあさん方には

たくさんあるということを申し上げたい。ただ知識

として教えるのではなくて、生活の中で、どこで、

どういう知識を使って、何をしなければならないか

ということで、いくらでも教えなければならないこ

とがある。 

 対話なんていうものは、話をすることばかりでは

ない。神経を使って火花を散らすことである。自分

がいま何をすればいいかという神経を働かすことが

出来る子どもを育てているかどうかをお考えいただ

きたい。おかあさんがいっしょうけんめい仕事をし

ているのに、ただポカンと見ているような子どもで

いいのかどうか。そういうところで親子の話し合い

をしましょうなんていうのは、おかしくはないか。

テレビの前にかしこまって、「きょうのテレビの〈男

は度胸〉は八代将軍吉宗のときのことで」などと、

字引きを引いて教えてみてもどうにもならない。 

 私もせがれといっしょにテレビを見るが、子ども

は「こんどはこうなるよ。ほらそうなった。だから
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この作者はだめなんだ」なんて、子どもも大きくな

ると、いま作者は何を語ろうとしているか、自分だ

ったらどうするかといったことを考えながら見るよ

うになる。それは、ただ与えられた情報を受け取る

だけのものではない。 

今まで長い間、ひとが作った情報を受け取るとい

うことをやってきた。日本ばかりではなく、世界中

どこの国も、近世になるまではそうであった。日本も

１００年ばかり前までは「子曰く」とやっていた。

それは孔子の作った情報である。孔子は自分の生活

の中で現実を分析し、学問とはどういうものか、わ

れわれが真実をきわめるということはどういうこと

か、先生から話を聞いても、それを自分で繰り返し

分析して、こうすればたのしい人生を築くことが出

来るという事実を作りあげていった、りっぱな情報

生産者である。 

孔子にしても、釈迦にしても、キリストにしても、

りっぱな情報生産者であり、 社会一般があまり発達

していなかった段階では、そうしたすぐれた情報生

産者のことばを繰り返し反すうするという形で、人

間の教育が行なわれてきた。ところが、そういうこ

とだけではだめなんだぞということを、ヨーロッパ

で近世になってから言い出した。それが一つの宗教

改革で、ただことばだけではだめで、キリストのそ

の根源にかえって物事を考え直さなければならない

んだと言い出した。そして、ことばにとらわれてい

ると堕落する、真実にもっともどらなければならな

いということになった。 

現代のわれわれが、自然科学で信じていると言う

か、くらしの知識として知っている地動説という学

説がある。地球が太陽のまわりをまわっているとい

うことはまちがいなさそうだ。地球の外へ飛び出し

て月へ行くことが出来たということで、正しかった

ことが実証できた。しかし中世にあっては、「何が何

でも地球が動いているんで、太陽が動いているので

はない」と言ったために殺された人がいる。そのガ

リレオ・ガリレイ注は、われわれの環境の中から真

実を取り出してきた人であり、そういう少数の天才

の考えたものによって、われわれの生活は作られて

きている。 

今の社会は、もっと皆の人が、われわれを取り巻

く環境から、正しいことは何かということを自分で

見ることが出来る能力を持たなければいけない。そ

れには子どものころから現実にせまって、自分のま

わりに何があるか、自分は何ををなすべきかに、た

えず神経が働くよう訓練されるような場に、子ども

が置かれなければならない。それを、もし今のおと

なのように、ただ「本を読みなさい」「よく覚えなさ

い」というふうにすれば、子どもの能力は衰えてい

ってしまう。子どもはもっときびしい現実の中に入

れ込んで鍛えなければだめだ。 

昔から“総領の甚六”ということばがある。私も

総領だが、初めての子は親も珍しく、チヤホヤする。

だから箱入りむすこや箱入りむすめになって、じっ

としていても世の中は自分を中心に動いているよう

に思ってしまう。ところが２番日，３番目になると

親も珍しくないから放って置く。そこでぼんやりし

ていればお菓子なんか上の者に取られてしまうから

神経を使い知恵が出てきてするどくなる。同じ環境

にあってさえそうだ。親が「けんかしちゃだめだ」

なんて言ってみたってだめだ。その知恵をよりよく

育てるのがおかあさんの仕事である。子どもをそう

いう場面におくことによって子どもの能力が育つの

であって、「けんかをしてはだめだ、妹をかわいがり

なさい」と言うのは育てることにならない。どうし

て妹をかわいがらなければいけないのかということ
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を、子どもが察するような場に置いてやればよい。

たとえば妹がおぼれそうになれば、兄は助けるだろ

うし、 助かれば“ああよかった”と思うだろう。知

識で子どもが育つと思っていると大まちがいである。 

もっと生活の行動の中に、生き生きとした反応を

持つ子どもが育つようにすることである。今のおと

なは反対に、子どもの視野をだんだん狭くし、外に

飛び出して自ら働こうとしないような人間に育てて

いるのではないだろうか。明治以来の教育がそうい

う人間を作り、口先だけは達者だが、実際には裏腹

な事をしているという事実は、今の国会を見ればす

ぐわかる。あれが日本の代表的な人物なんだから、

そういうことで世の中がうまくいくかどうかを考え

ていただきたい。 

“わかるから出来る”のか 

“出来るからわかる”のか 

そういう口先だけの人間が、どうして育ってきて

しまったのかというと、私は知識に対する迷信だと

思う。こういうことを申し上げると、皆さんは「何

かを知らなければ出来ないじゃないか」とおっしゃ

るだろう。しかし知らせたって出来ない。できるよ

うな習性を作るようにしてやらなければならない。 

私はサーカスが好きでよく見るが、世界のサーカ

スはたいへん進歩して、人間と同じようなことを動

物にやらせる。それは脳科学を土台にして動物を育

てるからだが、その基本的な考えは人間にもそっく

り当てはまる。やらなければ出来るようにならない。

出来るようになって初めて、ほんとうの意味で“わ

かった”ということになる。わかるから出来るんで

はなくて、出来るからわかるんだと、逆に考えてみ

るということも、きっとこれからお役にたつと思う。 

きょうは、テレビを使って親子でいっしょに見て、 

いろいろ勉強するということをディスカッションし

ておられるが、教科書のようにただそれを受け取る

だけのテレビの見方であるならば私は賛成できない。 

 どうもわれわれは、社会的なものから与えられる

ものはありがたがってちょうだいするくせがあるが、

そういう目でごらんになるのではなく、そういう情

報が提供されたら、それは誰かが何かを見て解釈し

て情報としたものであるから、その背後にある事実

をもう一ぺんさぐってみるという態度でごらんにな

ったらよい。その情報は皆さんのまわりにいくらも

あることだから、そのとらえ方が正しいかどうかは、

皆さんが自分でも現実を見つめていなければ、出さ

れた情報の価値は判断できない。 

“りっぱな人が作ったんだから本当だろう”ではな

く、情報の根源にある現実、自分たちのまわりにあ

る現実を見つめることが必要であり、だからこそみ

んなで集まってテレビを土台にして話し合うことも

必要なのだろう。それが出来る人だったら、何も皆

で集まって話し合うことも必要ではないし、個人で

見てもさしつかえない。テレビを見ることが大事な

のではなくて、テレビを見ることをきっかけとして

現実にせまっていくことが大事なのだということを

考えていただきたい。 

もっと違った形で言うと、たとえばドラマを子ど

もが見ていて、“いいやつをだれかがいじめている、

ああいけない"と思うとき、それは子どもがテレビに

参加していることで、参加してはじめて子どもは伸

びていく。流行歌なども子どもは参加するからおぼ

えていくので、この間も町を歩いていたら、三つぐ

らいの子どもが、“この際、かあちゃんと別れよう”

なんて歌っていた。やっぱりおもしろいから子ども

は参加し、おぼえていく。 

子どもというものは、いろんなところで自分の能
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力を伸ばしている。音楽に対するセンスだって、流

行歌をちゃんと歌うことからも伸ばしていくだろう

し、世の中の悪に対する感覚もその中で見つけてい

くかもしれない。むしろ、子どもが何を喜び、どう

なっていくかをじっとごらんになることによって、

子どもがそこでどういう能力を伸ばしていくかとい

うこともお気づきになるだろう。そういうことの中

から子どもをどう育てたらよいかを感じることも|

出来るはずだ。 

 ただ知識や、単なる道徳的教訓の側からだけでお

考えになって、子どもを狭い視野にとじ込めるよう

なことのないように。テレビにしても、子どもがテ

レビに参加することによって伸びていくのだという

ことをお考えになって、そういう態度でもう一度子

どもをごらんになっていただきたい。 

（文責・編集者） 

 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

講師の矢口新氏は茨城県出身。東大教育学科卒業

後、長年教育研究所にあって、各種教育関係の調査・

研究や教科書の編集、教材映画の製作などをされて

きましたが、その間にユネスコ国際会議に出席され

たり、東南アジアの諸国を歴訪されています。 

昭和４０年に国立教育研究所を退職され、日本生産

性本部プログラム教育研究所長に就任され、４３年に

財団法人能力開発工学センターを設立されました。 

著書に「カリキュラムと視覚教育」「農村における

青年教育」「社会科既論」「プログラム学習の原理と

方法」などがあります 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

〈編集部注〉 

 ガリレオ・ガリレイが死刑にはなったというのは通

説。実際には、コペルニクスの唱えた地動説を指示し

たため、異端審問で追及され職を失い、軟禁状態での

晩年を送ったという。 

 

 


